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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スマートエネルギー棟　エネルギマネージメントや建物管理，データ活用やDXに関わる実証実験の建物としても機能．ZEB ready認証取得．
延床面積約3,000m²、3階建ての棟の
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
うえ２つはエントランスからカフェ，自習する学生や人々の出会いの空間，ワークショップエリア，６枚のネットワーク接続ができる大型液晶タッチパネル，移動可能なのでどのようなレイアウト変更もでき，多様に活用できる．ステップアップエリアでは会議や打ち合わせ，個別ブースや座談会
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
今年度は，各キャンパスのリビングラボの整備が一通り完遂できる予定です．

先に説明しました共創研究グループ結成支援事業の2024年度報告会では，これらのリビングラボにも映像・音声配信を行い，概ねリビングラボのネットワークが機能することを確認するとともに，残されている課題の抽出も行いました．

今年度中に，各キャンパスのリビングラボの整備が一通り完遂できる予定です．

先に説明しました共創研究グループ結成支援事業の2024年度報告会では，これらのリビングラボにも映像・音声配信を行い，リビングラボ間のネットワークが機能することを確認するとともに，課題の抽出も行いました．
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